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3｜光になりたい　上巻

前
書
き

　
貴
方
は
、
突
然
の
暗
闇
に
落
と
さ
れ
た
ら
何
を
感
じ
ま
す
か
？

　
貴
方
は
、
言
葉
の
魔
力
…
言
霊
の
力
を
信
じ
ま
す
か
？

　
貴
方
は
、
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
を
得
ま
す
か
？

　
貴
方
は
、
相
手
を
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
を
得
ま
す
か
？

　
暗
闇
…
そ
れ
は
何
も
見
る
事
が
で
き
な
い
空
間
。
で
も
感
じ
る
こ

と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
言
霊
…
古
代
、
言
葉
に
宿
る
と
信
じ
ら
れ
た
霊
力
で
、
発
せ
ら
れ

た
言
葉
の
内
容
通
り
の
状
態
を
実
現
す
る
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て

い
た
も
の
。
そ
れ
は
…
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
想
い
。

　
触
れ
合
う
…
ず
っ
と
…
抱
き
し
め
あ
う
…
そ
れ
だ
け
で
伝
わ
る
こ

と
も
あ
る
。そ
し
て
…
お
互
い
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
こ
そ
、

伝
わ
る
事
が
あ
る
。

　
見
つ
め
る
こ
と
…
相
手
を
知
る
こ
と
…
。
自
分
を
知
る
こ
と
…
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
見
つ
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
人
は
…
ど
う

す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
本
を
読
め
ば
少
し
だ
け
わ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
言
葉
と
言
葉
が
人
と
人
の
絆
と
想
い
を
紡
ぐ
恋
愛
小
説
、
光
に
な

り
た
い
。

　
物
語
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
が
今
、
始
ま
り
ま
す
。

二
０
０
三
年
十
一
月
二
十
四
日
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キャラクター紹介

5｜光になりたい　上巻

かわぐち

河口 
さとる

聡　-Kawaguchi Satoru-
性別　：男

年齢　：17 才

誕生日：8 月 15日

クラス：普通科３年 B組

部活　：元陸上部

・思いやりのある性格で優しい。

・冷静に物事を判断し、正しい答えを導き出そうとする。それの影響か、相談相手になることが多い。

・基本的に柔軟な発想を持っている

・背は 170 と平均的

『じゃあさ、田村さんと同じ新入部員はいるの？』

『苦しみと向き合うのはずっと後でいい。今は、一歩いっぽ、田村さんが少しでも楽になることをやろ

う？　後ろを振り返ったり、休憩しながら、ゆっくりと前に進もう？　自分のペースで…。そして、

その後で考えようよ』

  

  
たむら

田村 
ゆりえ

由梨絵　-Tamura Yurie-
性別　：女

年齢　：17 才

誕生日：7 月 1日

クラス：普通科3 年 B組

部活　：吹奏楽部（ソプラノフルート担当）

・主人公のクラスに転入してきた女の子

・おとなしい性格で、引っ込み思案

・全盲でパートナーである薫といつも行動を共にしている

『どうして………どうして…人間は自分たちと違う物を追い出そうとするのですか？　好奇な目で見つ

めるのですか？　なぜ、虐めるのですか？　なぜ…どうして………？　私にはわからない…』

『あの…決してそう言う意味で言ったのでは…』

『優しさの…裏返し…。好きと嫌いは紙一重…』

　透けるような白い肌。艶やかで真っ直ぐな黒い髪は丁度腰の辺りで切られていた。比較的整った顔の

作り…そしてしなやかに、かつ細く伸びた手足。美人とか可愛い…というわけではない。だが、彼女自

身の存在を目に焼き付けさせるには十分だ。

　腰に近づきそうな髪。顔は小さめで儚げな雰囲気を醸し出している。長い髪は先のほうでも不自然に

ばらつくことなく、手入れが行き届いていることを感じさせる。その細い指先は、手に持つ『天使の笛』

を操り、何か幻想な魔法を作り出しているように見える。
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かおる

薫　-Kaoru-
性別　：メス

年齢　：5 才

誕生日：不明

クラス：普通科3 年 B組

部活　：無し

・田村由梨絵のパートナー

・種別は『ラブラドルレトリーバー』で、毛色はライトブラウン

・元気がよく、活発な正確だが、仕事中は完全に大人しくなる

・盲導犬としては珍しく日本語の名前がつけられている

　そんなことを考えながら歩いていると、道の真中より少しよったところに、ややうすいブラウンの毛

を持ち大人しそうに座っている犬を見つけた。軽くウェーブを持ち、光を放つその毛は細く繊細で、僅

かな風にも動きを与えられる。クリクリとしためは遠くを見つめ、何かを待ち望んでいるようにも見え

る。その犬は何時も田村さんと一緒にいる盲導犬に似ている。



キャラクター紹介

7｜光になりたい　上巻

きさらぎ

如月 
しほ

紫穂　-Kisaragi Shiho-
性別　：女

年齢　：19 歳

誕生日：7 月 7日

クラス：普通科3 年 A組

部活　：吹奏楽部（ソプラノフルート担当）

・韓国から来た少女。

・どこか悲しい目をしている。

『はい…。わかっています。私なら大丈夫』

『私も、田村さんのことが好きですから』

　やや丸みをおびた顔。もともと背が低めのその子は、田村さんの隣に並ぶと一回り小さく見える。た

だ、その存在感は大きく、自分がここにいると何かが示していた。それは…手に持つフルートも如月さ

んと重なっているからではないか。

　長い髪は、田村さんよりやや短く、そして、濃いブラウンを放つ。しっかりと前を見据え、楽器を演

奏するその顔は真剣その物だ。目は輝きを持ち、それでいて、優しさをも持ち合わせる。遠目にはわか

らないが、とても楽しそうだ。

くどう

工藤 
よしゆき

義之　-Kudo Yoshiyuki-
性別　：男

年齢　：17 才

誕生日：12 月 24 日

クラス：普通科3 年 B組

部活　：無所属

・河口聡の友人（悪友？）で、隣の席の人

・発想が危なく、行動が突発的

・明るい性格

・主人公とは一年生のときから同じクラスで、席順が隣のことから知り合う。

『どうした？　聡。さっさとくじ引いてしまえよ』

『しかし、男二人で弁当ってのも、なんだか味気ないよなぁ～』

『珍しいな、お前が日曜日以外に本を買いに行くなんて』

　義之の横顔が夕日に照らされる。朱（あけ）に染まったその顔からは、強い信念が伺える。遠くを見

据えつつ、しっかりとした目。引き締まった口もと。軽く握られている拳。その…全ての物が…義之と

いう人物を彩る。これが………義之…か。かっこいいと思った。そして、俺は、負けたくない、そう…

思った。



8

しのはら

篠原 
かすみ

香澄　-Shinohara Kasumi-
性別　：女

年齢　：18 才

誕生日：4 月 4日

クラス：普通科.3 年 B組

部活　：ソフトテニス部

・明るく、活発な性格で、女子の中ではなかなか人気のある子

・背は低めで、童顔チックだが、性格もそうかもしれない

・ひょんな事から、主人公とよく話す間柄に…

『あんた達、なに勘違いしてるの？』

『うん。耳に聞こえるとは違う…心に響くような…音。普通、目立つ音はね、他の音に邪魔されちゃう。

でも、あの二人はそんなことは無い。とても…強い…。脳に直接響くような音…。だから、心にも響

く』

『おはよう、みっちゃん♪』

　田村さんとは正反対のショートカット。襟足の部分を少し長くしたその髪は色素の関係で若干茶色っ

ぽくなっている。くりくりとした眼はどことなく、小動物を思わせる。性格は明るく、女子にも男子に

も結構人気のある存在だ。

  

  
たむら

田村 
ゆりこ

由梨子　-Tamura Yuriko-
性別　：女

年齢　：不明

誕生日：不明

職業　：不明

・ヒロイン、田村由梨絵の母親

・思いやりの心が強いらしい。

『自分の思ったことを実行できることは凄いことです。誇りに思いなさい』

『由梨絵、帰ろうか』

『皆さんで支えてもらえますか？』

　ふわっとしたウェーブ。栗毛色の髪。柔らかい眸。カットソーの上に軽く羽織るような形で淡紅のブ

ラウス。アンサンブルカーディガンではないのだろうか、ロングスカートを穿いている。いかにも『大

人』という雰囲気を醸し出している。上下ともしっかりと着こなすその姿は、全体的に雰囲気が田村さ

んに似ている。母親…だろうか。背は田村さんと同じか少し高いぐらい。じっとその目で見つめられる

となんとなく落ちつきを覚える。



キャラクター紹介

9｜光になりたい　上巻

あいざわ

相沢 
まみ

真美　-Aizawa Mami-
性別　：女

年齢　：

誕生日：

クラス：普通科3 年 B組

部活　：

・最強の天真爛漫

・メロンパン最高主義者

『みんな早いね～。それに、一箇所に固まって…なにやってるの？』

『やっぱり、朝はメロンパンっ♪　あっ、美味しい～』

　教室に入ってきた女の人は相沢さんだった。みっちゃんというのは、きっと、相沢真美の真美から来

ているのだろうと思った。ざっくりと短く切った髪は少し癖があり、外側に跳ねている。そんな髪に細

く光るヘアピンをつけ、前髪を止めていた。

あらい

新井 
みき

美樹　-Arai Miki-
性別　：女

年齢　：17 才

誕生日：10 月 15 日

クラス：普通科3 年 A組

部活　：不明

・如月紫穂の隣の席の人

・明るい性格だが、どこか物腰の柔らかさを感じさせる。

『はい…しんとなった教室で、紫穂、は…すこしだけ………間を…空けて、誰、も…手を………上げな、

いのを見る、と…すっと………自分から…。隣、にいた…私が…犯人だっ、て…知らないのに…』

ささき

佐々木 ひなた　-Sasaki Hinata-
性別　：女

年齢　：35 才

誕生日：

クラス：保健室の先生

部活　：JRC 部

・珍しい名前の持ち主で、昔は嫌いだったそうだが、今は若く見られるから、と、お気に入りらしい。

・よき、理解者で、よき人。学校のいたるところに点字を設置するように配慮したのはほかならぬこの

先生

・温厚で物静か。女子から圧倒的な支持を受けている。

『目は物事をもっとも現実的に把握するもの。人間の五感の中でもっとも現実的な感覚。それを失うと

どうなるか分かる？』

『すごい…。よく真面目につけてるわね』
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かわぐち

河口 
そういちろう

総一郎　-Kawaguchi Soichiro-
性別　：男

年齢　：45 才

誕生日：9 月 23日

クラス：システムエンジニア

・ぶっきらぼうと言うより放任主義。どうやら自分もそんな親を持ったらしい

・妻、香織は 3年前に他界

・主人公、聡の父親

『可愛い子か？』

『ほぉ。今日は親子丼か。親子丼とナメコの味噌汁…なんか微妙な組み合わせだな』

　いつもの、灰色地に黒い千鳥模様を配した着物を着た親父が答えた。

　まだ４０半ばなのにこういうのを見るとかなり年上に見える。オヤジっぽいという意味ではない。か

っこいい大人として年上に見える…。ところどころにしっかりと糊付けされ、はりを与えられたオーダ

ーメイドの着物を着た親父の背中を見て俺は育ってきた。

ささき

佐々木　-Sasaki-
性別　：女

年齢　：

誕生日：

クラス：普通科3 年 A組

部活　：吹奏楽部

・田村、如月と同じ部活。

・引っ込み思案なところあり

『如月さん…本当のことなの………。ごめんなさい…本当に…ごめんなさい…。いけないって事はわか

ってた…。だけど…だけどっ…。ごめん…なさい………。これしか言えないから………こんな言葉し

か知らないから………』

  
みむら

美村　-Mimura-
性別　：女

年齢　：

誕生日：

クラス：普通科3 年 A組

部活　：不明

・背は高めで、セミロング

・口調がややとげとげしいが、根は優しい人物

『ねぇ、私をそのフルートのライバルにしてくれない？』



キャラクター紹介

11｜光になりたい　上巻

さとう

佐藤 
せいじ

誠治　-Sato Seiji
性別　：男

年齢　：17 才

誕生日：1 月 18日

クラス：普通科3 年 B組

部活　：サッカー部

・河口聡の友人

・たまに、常人には理解できないことを発したりする

・黒い髪と長い髪にあこがれているらしい…。

『えぇ～…。あの黒くて長い髪に何も引かれないのかなぁ…』

『まぁ、サッカーっていうのも悪くは無いぜ』

  
こうだ

国府田 
まもる

衛　-Kouda Mamoru-
性別　：男

年齢　：32 才

誕生日：6 月 10日

クラス：普通科3 年 B組、担任

部活　：サッカー部

・熱血

・不運にも３年間同じクラス、聡の担任

『以上。今日もよろしく』
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プロローグ

13｜光になりたい　上巻

～
プ
ロ
ロ
ー
グ
～

　
ひ
か
り
の
無
い
世
界
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ど
ん
な
世
界
だ
ろ
う
か
…
。
そ
ん
な

こ
と
は
想
像
し
た
く
な
い
。
で
も
ね
、
世
の
中
に
は
そ
ん
な
世
界
し
か
見
ら
れ
な
い
人
が

い
る
ん
だ
よ
。

　
主
人
公
の
ク
ラ
ス
に
、
あ
る
人
が
転
入
し
て
き
た
。
そ
の
少
女
の
名
前
は
田
村
由
梨
絵
。

彼
女
は
目
が
見
え
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
。
他
の
人
と
違
う
こ
と
な
ん
て
、
何
一
つ
無

い
。

　
だ
か
ら
ね
、
普
通
に
生
活
し
て
い
る
ん
だ
よ
。
そ
し
て
ね
、
普
通
に
恋
を
す
る
ん
だ
よ
。

＊

四
月
七
日
（
月
曜
日
）
　
　April 7  -M

on.-

　
朝
一
番
の
太
陽
の
光
。
そ
し
て
、
新
学
期
が
始
ま
る
今
日
。
何
も
か
も
が
い
つ
も
通
り

で
、
何
も
か
も
が
新
し
く
見
え
る
。
今
日
か
ら
三
年
生
に
な
る
。
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
事

で
、
な
ん
だ
か
急
に
大
人
に
近
づ
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
や
る
事
だ
っ
て

沢
山
あ
る
。
進
路
の
事
も
含
め
、
今
年
は
忙
し
く
な
り
そ
う
だ
…
。
そ
ん
な
こ
れ
か
ら
の

予
定
に
頭
を
傾
け
な
が
ら
、
俺
は
朝
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
。

「
今
日
か
ら
新
学
期
だ
な
」

　
テ
ー
ブ
ル
を
挟
ん
で
の
親
子
の
会
話
。

「
う
ん
」

「
お
前
も
三
年
に
な
る
ん
だ
、
気
合
入
れ
ろ
よ
」

「
わ
か
っ
て
る
っ
て
。
じ
ゃ
、
行
っ
て
き
ま
す
」

「
行
っ
て
来
い
」

　
い
つ
も
の
父
親
の
声
に
見
送
ら
れ
、
俺
は
家
を
出
た
。
春
と
言
っ
て
も
ま
だ
空
気
は
冷

た
い
。
自
転
車
で
風
を
切
る
と
体
が
波
打
っ
た
。

　
教
室
の
前
に
立
つ
と
、
俺
は
ド
ア
を
開
い
た
。

「
ち
ょ
っ
と
…
早
す
ぎ
た
か
な
」

　
教
室
に
は
誰
も
い
な
い
。

　
普
段
も
早
く
学
校
に
は
着
く
が
、
今
回
は
そ
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
時
間
帯
だ
。

「
こ
れ
じ
ゃ
あ
、
電
車
で
来
て
い
る
人
も
ま
だ
い
る
わ
け
な
い
よ
な
」

　
ク
ラ
ス
も
二
年
か
ら
三
年
に
移
動
し
、
席
は
名
簿
順
に
な
っ
て
い
る
。
面
子
も
変
わ
ら

な
い
の
に
、
新
任
の
先
生
の
た
め
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
し
か
し
、
何
と
な
く
新
鮮
み
に

欠
け
る
こ
の
配
列
。

「
ま
ぁ
、
い
い
け
ど
な
」

　
俺
は
自
分
の
席
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
軽
い
鞄
を
床
に
置
き
、
そ
の
中
か
ら
小
説
を
取
り

出
し
た
。
ペ
ー
ジ
を
広
げ
、
栞
を
取
る
。
視
線
が
文
字
の
羅
列
を
縦
に
追
っ
て
い
く
。
も

う
少
し
で
感
動
的
シ
ー
ン
―
―
―
と
言
う
と
こ
ろ
で
、
そ
の
作
業
は
ド
ア
が
開
け
ら
れ
る

音
で
中
断
さ
れ
た
。
俺
は
開
か
れ
た
教
室
の
ド
ア
を
見
る
。

「
な
ん
だ
、
河
口
か
。
ど
う
し
た
ん
だ
、
こ
ん
な
に
早
く
」

　
担
任
の
国
府
田
先
生
が
立
っ
て
い
た
。

「
た
ま
た
ま
早
く
来
て
し
ま
っ
て
…
」

「
そ
う
か
。
ま
ぁ
…
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
お
前
に
は
紹
介
し
て
お
く
か
。
転
入
し
て
く
る
こ
と

に
な
っ
た
田
村
由
梨
絵
さ
ん
だ
」

「
転
入
で
す
か
？
」

「
あ
ぁ
。
田
村
、
教
室
に
入
れ
」

　
そ
う
、
先
生
が
廊
下
に
向
か
っ
て
言
う
。

「G
o

」

　
英
語
の
発
音
が
聞
こ
え
、
そ
の
直
後
一
人
の
少
女
が
ド
ア
の
前
に
立
つ
。

「O
k

」

　
外
国
圏
の
生
徒
だ
ろ
う
か
。

　
だ
が
、
そ
の
考
え
は
数
瞬
の
う
ち
に
か
き
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
薫
。D

ow
n

」
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彼
女
の
右
手
に
は
ド
ラ
マ
で
し
か
見
な
い
器
具
…
と
い
う
よ
り
ベ
ル
ト
…
。
ハ
ー
ネ
ス

が
握
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
紐
の
先
で
お
と
な
し
く
床
に
伏
せ
て
い
る
の
は
…
ラ

ブ
ラ
ド
ル
・
レ
ト
リ
ー
バ
ー
…
。

「
は
じ
め
ま
し
て
」

　
俺
が
そ
う
言
う
と
、
彼
女
は
初
め
て
こ
っ
ち
を
向
い
た
。

「
は
じ
め
ま
し
て
…
。
よ
ろ
し
く
…
…
…
お
願
い
し
ま
す
」

「
あ
ぁ
、
よ
ろ
し
く
」

「
彼
女
は
見
た
と
お
り
、
目
が
見
え
な
く
て
な
。
盲
導
犬
を
つ
れ
て
い
る
」

　
盲
導
犬
…
。
目
が
見
え
な
い
人
の
道
案
内
を
し
、
歩
行
の
安
全
を
守
る
よ
う
に
訓
練
さ

れ
た
犬
の
事
だ
。

「
…
盲
導
犬
の
、
薫
で
す
。
こ
の
子
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
…
」

「
あ
ぁ
、
よ
ろ
し
く
薫
」

　
俺
が
そ
う
言
っ
て
も
犬
の
方
は
殆
ど
見
向
き
も
し
な
い
。

「
じ
ゃ
あ
、
私
と
田
村
さ
ん
は
一
旦
職
員
室
に
戻
る
か
ら
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
紹
介
す
る

予
定
だ
か
ら
、
ま
だ
誰
に
も
言
わ
な
い
よ
う
に
」

「
は
い
」

「
失
礼
し
ま
す
」

「
薫
。D

oor

」

　
そ
の
言
葉
を
残
し
、
田
村
さ
ん
は
教
室
を
出
て
行
っ
た
。

　
目
が
見
え
な
い
…
か
…
。
ど
ん
な
世
界
な
ん
だ
ろ
う
な
…
。

　
鐘
の
音
と
共
に
全
員
が
席
に
つ
く
。
そ
れ
で
も
話
し
声
が
や
む
こ
と
は
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
俺
に
も
例
外
は
無
い
。

「
よ
ぉ
、
聡
。
元
気
だ
っ
た
か
？
」

「
元
気
も
何
も
、
二
週
間
で
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
っ
て
」

　
明
る
い
声
で
俺
に
話
し
か
け
て
き
た
の
は
義
之
だ
っ
た
。

「
そ
う
か
？
」

　
俺
は
普
通
に
返
事
を
す
る
。

「
そ
う
言
う
お
前
は
、
な
ん
か
変
わ
っ
た
の
か
？
」

「
い
や
」

　
心
底
つ
ま
ら
な
そ
う
な
顔
を
し
て
返
事
を
し
た
義
之
は
急
激
に
顔
を
変
え
、
「
そ
う
言

え
ば
、
今
日
転
校
生
が
来
る
み
た
い
だ
な
？
」
と
言
っ
た
。

「
ど
う
し
て
？
」

　
い
き
な
り
話
の
方
向
を
変
え
た
義
之
に
ち
ょ
っ
と
戸
惑
い
つ
つ
、
相
槌
を
打
つ
。
俺
は

義
之
が
何
故
そ
う
い
う
結
論
に
至
っ
た
の
か
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。

「
ど
う
し
て
っ
て
な
ぁ
…
。ク
ラ
ス
に
机
が
一
個
増
え
て
い
た
ら
そ
り
ゃ
転
校
生
だ
ろ
？
」

「
ま
ぁ
確
か
に
」

　
俺
の
机
は
二
列
目
。
義
之
の
机
は
三
列
目
に
あ
る
。
そ
し
て
、
四
列
目
の
一
番
後
ろ
に

机
が
一
個
増
え
て
い
た
。
あ
そ
こ
が
田
村
さ
ん
の
席
か
…
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
つ
つ
俺

は
義
之
と
話
を
続
け
る
。

「
女
の
子
だ
っ
た
ら
い
い
な
」

「
や
っ
ぱ
り
、
そ
う
な
る
の
か
」

「
あ
ぁ
。
当
た
り
前
だ
ろ
？
」

「
…
そ
う
言
う
も
の
な
の
か
？
　
こ
こ
で
男
が
転
校
し
て
き
て
、
男
子
一
同
が
が
っ
か
り

す
る
と
い
う
オ
チ
も
結
構
あ
る
と
思
う
け
ど
？
」

「
ん
な
、
希
望
の
無
い
事
言
う
な
っ
て
。
夢
は
大
き
く
行
こ
う
ぜ
！
」

　
パ
シ
ッ
、
と
俺
の
背
中
を
た
た
い
た
義
之
は
笑
顔
１
２
０
％
だ
。
ど
ん
な
小
さ
な
希
望

な
ん
だ
ろ
う
な
…
。

「
今
日
は
お
前
ら
に
い
い
話
が
あ
る
。
特
に
、
男
ど
も
に
と
っ
て
は
な
っ
！
」

　
国
府
田
先
生
が
そ
う
言
っ
た
瞬
間
、
口
笛
の
荒
が
巻
き
起
こ
る
。
元
か
ら
騒
が
し
か
っ

た
ク
ラ
ス
は
、
既
に
お
祭
り
状
態
だ
。

　
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
な
…
こ
の
ク
ラ
ス
。
ま
と
ま
り
が
無
い
よ
う
で
い
て
、
こ
う
言
う
と

き
に
は
何
故
か
ま
と
ま
り
が
あ
る
。
去
年
の
体
育
祭
だ
っ
て
文
化
祭
だ
っ
て
、
直
前
ま
で

内
容
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
の
に
、
突
然
、
は
り
き
っ
て
作
業
を
初
め
て
、
結
局
展
示
部
門

で
優
勝
し
て
し
ま
っ
た
し
…
。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
紹
介
す
る
ぞ
。
転
入
生
の
田
村
由
利
恵
さ
ん
だ
」
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朝
と
同
じ
音
が
し
て
、
ド
ア
が
開
か
れ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
台
詞
。

「G
o

」

　
英
語
の
発
音
が
聞
こ
え
、
そ
の
直
後
、
一
人
の
少
女
が
ド
ア
の
前
に
立
つ
。

　
ド
ア
の
場
所
を
手
探
り
で
確
認
す
る
と
、「
薫
、O

k

　G
o

」

　
少
女
が
言
う
と
盲
導
犬
の
薫
と
共
に
入
っ
て
く
る
。

　
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
あ
た
り
ま
で
歩
い
た
頃
、
彼
女
が
「
薫
　Stop

」
と
言
っ
た
。

　
そ
し
て
、
俺
達
の
方
を
向
い
て
…
。

「
…
初
め
ま
し
て
。
田
村
由
梨
絵
で
す
。
よ
ろ
し
く
…
お
願
い
し
ま
す
」

　
そ
こ
で
先
生
が
話
を
持
ち
出
す
。

「
彼
女
は
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
視
力
が
弱
く
て
、
盲
導
犬
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。

私
の
方
か
ら
お
前
ら
に
注
意
が
あ
る
か
ら
よ
く
聞
い
て
　
お
け
。
ま
ぁ
一
般
常
識
の
お
さ

ら
い
だ
け
ど
な
」

「
ま
ず
、
ハ
ー
ネ
ス
に
は
触
ら
な
い
こ
と
。
ハ
ー
ネ
ス
を
通
じ
て
盲
導
犬
と
彼
女
は
会
話

を
す
る
。
だ
か
ら
絶
対
ハ
ー
ネ
ス
は
ふ
れ
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
が
一
つ
」

「
そ
れ
と
、
ハ
ー
ネ
ス
を
付
け
て
い
る
と
き
に
は
盲
導
犬
、
ま
ぁ
、
薫
と
い
う
そ
う
だ
が
、

薫
に
は
声
を
掛
け
な
い
で
や
っ
て
く
れ
。
ハ
ー
ネ
ス
　
を
付
け
て
い
る
と
き
は
仕
事
中
と

い
う
こ
と
だ
か
ら
な
」

　
…
朝
の
行
動
を
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
田
村
か
ら
は
何
か
言
う
こ
と
は
あ
る
か
？
」

「
え
っ
と
…
一
つ
だ
け
お
願
い
が
あ
り
ま
す
」

　
彼
女
は
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な
い
か
と
い
う
微
妙
な
音
量
で
話
し
始
め
る
。

「
私
に
声
を
掛
け
て
下
さ
る
と
き
は
、
肩
を
触
っ
た
り
し
な
い
で
、
必
ず
声
を
先
に
掛
け

て
下
さ
い
。
そ
う
で
な
い
と
、
ど
こ
に
、
誰
が
い
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
…
。
私
は
耳
か

ら
の
情
報
と
ハ
ー
ネ
ス
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
薫
と
の
こ
の
二
つ
の
情
報
だ
け
で
周
り
を
把

握
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
だ
け
は
お
願
い
し
ま
す
」

「
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
ぁ
、
仲
良
く
し
て
や
っ
て
く
れ
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
田
村
の
席
は
…

後
ろ
の
席
の
中
村
、
案
内
し
て
や
っ
て
く
れ
」

　
そ
の
瞬
間
、
中
村
の
周
り
に
い
た
人
た
ち
が
囃
し
立
て
る
。

　
中
村
が
田
村
さ
ん
に
声
を
掛
け
、
田
村
さ
ん
の
手
を
握
り
、
席
ま
で
案
内
し
た
。

　
そ
れ
を
先
生
が
見
届
け
、
そ
し
て
言
っ
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
今
年
一
年
間
、
よ
ろ
し
く
！
」

　
こ
う
し
て
、
新
学
期
が
始
ま
っ
た
。

　
同
じ
先
生
、
同
じ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
そ
し
て
、
田
村
さ
ん
を
加
え
た
新
し
い
ク
ラ
ス
で

…
。
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「
さ
て
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
今
後
の
予
定
だ
が
―
―
―
」

　
担
任
で
あ
る
、
国
府
田
先
生
が
話
を
続
け
る
。

　
ま
ぁ
、
内
容
的
に
は
毎
年
変
わ
ら
ず
、
今
後
の
予
定
や
ら
進
路
の
こ
と
。
就
職
希
望
の

人
は
解
禁
ま
で
時
間
が
な
い
か
ら
ど
う
と
か
、
進
学
先
が
決
ま
っ
て
な
い
人
は
早
く
決
め

ろ
と
か
…
。
こ
れ
か
ら
始
業
式
が
あ
る
か
ら
さ
っ
さ
と
並
べ
と
か
…
。

　
と
、
い
う
わ
け
で
、
俺
達
の
ク
ラ
ス
も
体
育
館
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
学
年

に
な
る
と
、
も
う
、
背
の
順
に
並
べ
と
か
、
名
簿
順
に
…
と
い
う
の
も
無
く
、
み
ん
な
思

い
思
い
の
場
所
に
並
ぶ
。
当
然
、
俺
も
い
つ
も
の
よ
う
に
一
番
後
ろ
に
並
び
、
義
之
と
一

緒
に
な
る
。

　
い
つ
も
は
一
番
後
ろ
に
な
る
の
だ
が
、
今
日
は
違
っ
た
。
田
村
さ
ん
が
い
た
の
だ
。
女

子
は
女
子
で
大
抵
前
の
方
に
全
員
で
固
ま
っ
て
し
ま
う
の
が
こ
の
ク
ラ
ス
な
の
だ
が
、
田

村
さ
ん
一
人
だ
け
後
ろ
に
並
ん
だ
の
で
あ
る
。

「
田
村
さ
ん
は
、
前
の
方
に
は
行
か
な
い
の
か
？
」

　
俺
は
後
ろ
を
振
り
向
き
つ
つ
、
田
村
さ
ん
に
声
を
か
け
た
。

「
え
っ
と
…
そ
の
声
は
…
。
河
口
さ
ん
…
で
し
ょ
う
か
？
」

「
え
っ
…
な
ん
で
俺
の
名
前
を
？
」

　
俺
は
自
己
紹
介
を
し
た
記
憶
は
な
い
の
だ
が
…
。

「
今
日
の
朝
、国
府
田
先
生
が
貴
方
の
こ
と
を
そ
う
呼
ん
で
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
。

で
も
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
…
。
安
心
し
ま
し
た
」

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
改
め
て
よ
ろ
し
く
」

「
は
い
」

　
彼
女
は
笑
顔
で
そ
う
言
っ
た
。

「
所
で
、
さ
っ
き
の
質
問
だ
け
ど
…
」

「
…
何
故
、
前
の
方
に
行
か
な
い
か
？
　
で
し
た
ね
。
私
は
ど
う
し
て
も
歩
く
の
が
遅
く

な
り
が
ち
な
の
で
、
前
の
方
に
行
き
ま
す
と
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、

い
つ
も
後
ろ
に
並
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

「
そ
う
な
の
か
？
」

「
は
い
。
や
は
り
、
足
元
に
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
…
皆
さ
ん
と
同
じ
速
度
で
あ

る
こ
と
は
な
か
な
か
…
」

「
お
い
、
聡
。
列
、
進
ん
だ
ぞ
」

「
あ
っ
、
あ
ぁ
」

　
そ
の
声
に
俺
は
前
を
見
る
。
俺
達
の
ク
ラ
ス
が
体
育
館
に
入
る
順
番
が
回
っ
て
き
た
ら

し
い
。

「
じ
ゃ
、
田
村
さ
ん
。
そ
う
言
う
こ
と
だ
か
ら
」

「
は
い
」

　
俺
は
義
之
と
共
に
体
育
館
に
入
っ
た
。

　
少
し
遅
れ
て
田
村
さ
ん
も
後
ろ
に
つ
く
。
国
府
田
先
生
が
全
員
が
揃
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
全
員
を
座
ら
せ
る
。

　
後
ろ
か
ら
「D

ow
n

」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
校
長
先
生
ま
で
毎
年
同
じ
こ
と
を
言
う
。
当
然
な
が
ら
、
生
徒
指
導

部
の
顧
問
も
。
ま
ぁ
、
一
つ
だ
け
違
う
の
は
、
盲
導
犬
へ
の
配
慮
と
注
意
が
あ
っ
た
こ
と
。

　
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。

　　
　
　
　
　
＊

　　
教
室
に
戻
る
と
、
田
村
さ
ん
は
人
気
者
だ
っ
た
。
ま
ぁ
、
ち
ょ
っ
と
表
現
は
違
う
か
も

し
れ
な
い
け
ど
。
田
村
さ
ん
の
周
り
に
は
ク
ラ
ス
の
殆
ど
の
女
子
と
、
一
部
の
男
子
が
集

ま
り
質
問
攻
め
に
し
て
い
る
。
転
校
生
の
宿
命
…
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。

「
聡
。
お
前
は
田
村
さ
ん
に
興
味
は
無
い
の
か
？
」

　
義
之
が
話
し
か
け
て
く
る
。
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「
興
味
っ
て
？
」

　
開
き
書
け
て
い
た
本
を
度
閉
じ
て
俺
は
義
之
の
方
を
振
り
向
く
。

「
い
や
、
転
校
生
の
田
村
さ
ん
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
る
ん
だ
？
　
っ
て
話
」

「
そ
ん
な
事
言
わ
れ
て
も
な
ぁ
…
」

　
俺
は
田
村
さ
ん
の
方
を
見
た
。

　
人
の
隙
間
か
ら
僅
か
な
が
ら
田
村
さ
ん
の
姿
が
見
え
る
。

　
早
朝
、
朝
、
今
…
今
ま
で
何
度
か
田
村
さ
ん
を
見
て
き
が
、
控
え
め
な
印
象
が
あ
る
田

村
さ
ん
は
そ
の
性
格
も
全
体
に
表
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
透
け
る
よ
う
な
白
い
肌
。
艶
や
か

で
真
っ
直
ぐ
な
黒
い
髪
は
丁
度
腰
の
辺
り
で
切
ら
れ
て
い
た
。
比
較
的
整
っ
た
顔
の
作
り

…
そ
し
て
し
な
や
か
に
、
か
つ
細
く
伸
び
た
手
足
。
美
人
と
か
可
愛
い
…
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
だ
が
、
彼
女
自
身
の
存
在
を
目
に
焼
き
付
け
さ
せ
る
に
は
十
分
だ
。

「
ほ
ら
、
見
と
れ
て
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
」

「
見
と
れ
て
な
ん
か
…
」

「
じ
ゃ
、
な
ん
で
熱
い
眼
差
し
で
田
村
さ
ん
を
見
つ
め
て
た
ん
だ
？
」

「
い
や
、
そ
れ
は
…
」

「
な
ん
だ
か
、
面
白
そ
う
な
話
を
し
て
る
ね
ぇ
」

「
よ
っ
、
誠
治
」

「
お
は
よ
う
」

　
俺
達
の
会
話
に
割
り
こ
ん
で
き
た
誠
治
は
さ
っ
そ
く
話
を
変
な
方
向
へ
捻
じ
曲
げ
る
。

「
田
村
さ
ん
、
ど
う
思
う
？
」

「
誠
治
も
そ
の
話
か
？
　
ま
っ
、
俺
的
に
は
微
妙
な
ラ
イ
ン
だ
な
。
悪
く
は
無
い
が
…
」

「
え
ぇ
～
…
。
あ
の
黒
く
て
長
い
髪
に
何
も
引
か
れ
な
い
の
か
な
ぁ
…
」

「
す
ま
ん
が
、
俺
に
は
黒
髪
ロ
ン
グ
の
属
性
は
無
い
か
ら
」

　
…
二
人
と
も
変
な
方
向
性
で
話
を
展
開
し
始
め
た
。
俺
は
そ
ん
な
二
人
を
無
視
し
て
、

朝
読
み
損
ね
た
本
を
開
く
。

　
　
　
　
再
び
時
が
止
ま
っ
た
。

　
　
　
　
今
度
は
な
ん
の
音
も
聞
こ
え
な
い
。

　
　
　
　
水
を
打
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
…
。

　
　
　
　
優
は
彼
女
の
眸
を
見
つ
め
た
。

　
　
　
　
そ
の
眸
は
か
す
か
に
青
み
が
か
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
…
。

　
　
　
　
綺
麗
だ
…
優
は
純
粋
に
―
―
―

「
「
お
前
は
ど
う
な
ん
だ
よ
、
聡
」」

　
突
然
二
人
同
時
に
声
を
掛
け
ら
れ
る
。

「
し
か
も
、
気
が
つ
か
な
い
間
に
本
読
ん
で
や
が
る
…
」

「
そ
れ
で
、
聡
は
田
村
さ
ん
の
こ
と
、
ど
う
思
う
？
」

「
え
っ
…
俺
…
？
」

「
「
そ
う
」」

「
そ
ん
な
こ
と
急
に
言
わ
れ
て
も
…
」

『
普
通
科
二
年
Ｂ
組
、
河
口
聡
。
今
す
ぐ
職
員
室
、
村
上
の
と
こ
ろ
ま
で
。
繰
り
返
す
…
』

「
と
い
う
わ
け
だ
、
じ
ゃ
あ
な
」

「
逃
げ
ら
れ
た
…
」

　
俺
は
ド
ア
を
開
け
、
教
室
を
後
に
す
る
。

　
し
か
し
…
今
に
な
っ
て
何
で
陸
上
部
の
顧
問
に
呼
び
出
さ
れ
る
ん
だ
？
　
も
う
俺
は
止

め
た
ん
だ
け
ど
…
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
階
段
を
降
り
て
い
る
と
き
だ
っ
た
。

手
に
違
和
感
を
覚
え
、
俺
は
立
ち
止
ま
る
。

「
ん
？
」

　
さ
っ
き
ま
で
触
っ
て
い
た
手
す
り
に
、
何
か
素
材
の
違
い
…
と
い
う
よ
り
、
突
起
が
あ

た
っ
た
気
が
し
た
の
だ
。
手
す
り
を
よ
く
確
認
す
る
と
、
点
が
寄
り
集
ま
っ
て
い
て
、
な

に
か
の
記
号
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
な
記
号
ら
し
き
も
の
が
あ
っ
た
。
透
明
な
シ
ー
ル
の

上
に
突
起
状
に
加
工
さ
れ
た
そ
れ
は
、『
点
字
』
だ
っ
た
。

　
…
二
年
の
終
わ
り
に
は
こ
ん
な
の
は
無
か
っ
た
け
ど
…
。

　
き
っ
と
田
村
さ
ん
が
転
校
し
て
く
る
か
ら
、学
校
側
で
対
応
を
し
た
と
い
う
事
だ
ろ
う
。

俺
は
そ
こ
ま
で
考
え
る
と
、
再
び
職
員
室
を
目
指
し
た
。

　

＊
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　「
結
局
、
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
？
」

　
教
室
に
戻
っ
て
席
に
つ
く
な
り
義
之
が
聞
い
て
き
た
。

「
あ
ぁ
。
陸
上
部
に
復
帰
し
な
い
か
？
　
っ
て
」

「
ま
ぁ
な
。
お
前
、
パ
ッ
と
し
な
い
顔
し
て
て
も
、
陸
上
は
そ
こ
そ
こ
成
績
よ
か
っ
た
し
」

「
短
距
離
だ
け
な
。
し
か
も
、
本
当
に
そ
こ
そ
こ
の
成
績
だ
っ
た
か
ら
ね
。
ど
う
せ
、
人

数
あ
わ
せ
の
た
め
に
戻
そ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
と
思
う
よ
」

　
ど
っ
ち
に
し
て
も
、
俺
が
や
め
た
理
由
な
ん
で
、
な
ん
と
な
く
…
だ
か
ら
な
ぁ
…
。
い

ま
さ
ら
戻
り
た
く
な
い
と
い
う
の
が
真
相
だ
っ
た
り
す
る
。

「
そ
う
言
う
も
ん
か
？
　
だ
っ
て
、
陸
上
に
団
体
な
ん
て
種
目
、
リ
レ
ー
以
外
に
無
い
だ

ろ
？
」

「
ま
っ
、
ど
っ
ち
に
し
て
も
も
う
や
め
た
ん
だ
し
」

「
聡
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
文
系
の
人
間
だ
か
ら
な
、
運
動
は
似
合
わ
な
い
ぜ
」

　
ち
ょ
っ
と
だ
け
、
カ
チ
ン
と
来
た
。

「
お
い
お
い
、
ど
う
言
う
意
味
だ
よ
？
」

「
気
に
す
ん
な
っ
て
。
ほ
ら
、
一
時
間
目
の
授
業
、
始
ま
っ
て
ま
う
ぞ
」

「
そ
う
だ
な
」

　
そ
の
言
葉
に
俺
は
鞄
か
ら
道
具
を
取
り
出
し
、
机
の
中
に
入
れ
た
。

「
起
立
っ
！
」

　
号
令
の
挨
拶
と
共
に
、
新
学
期
、
一
度
目
の
授
業
が
始
ま
る
。
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

と
い
う
授
業
が
…
。

　

＊

　　
四
時
間
目
の
授
業
が
終
わ
り
、
午
前
授
業
で
あ
る
今
日
は
も
う
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
聡
、
一
緒
に
帰
ろ
う
ぜ
」

「
あ
ぁ
」

　
義
之
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
俺
は
、
一
緒
に
帰
る
こ
と
に
し
た
。

「
義
之
、
商
店
街
、
よ
っ
て
い
い
？
」

「
あ
ぁ
、
俺
は
か
ま
わ
な
い
ぜ
」

　
こ
の
商
店
街
は
学
校
か
ら
俺
の
家
の
ち
ょ
う
ど
間
に
あ
る
商
店
街
。
柔
ら
か
い
オ
レ
ン

ジ
色
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
、
サ
ン
デ
ィ
ー
ブ
ラ
ウ
ン
色
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
ま
ば
ら
に
置
か
れ

た
、
全
体
的
に
暖
か
み
の
あ
る
色
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
式
に
な

っ
て
い
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
こ
は
、
歩
行
者
天
国
の
影
響
も
あ
り
、

日
夜
か
ま
わ
ず
人
が
い
る
。
駅
前
の
通
り
か
ら
直
接
来
る
事
も
出
来
る
し
、
色
々
な
店
が

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　
そ
ん
な
沢
山
の
店
の
中
か
ら
、
俺
は
い
つ
も
の
本
屋
に
義
之
と
共
に
向
か
っ
た
。

「
し
か
し
、
ま
た
本
屋
か
？
」

「
い
い
で
し
ょ
。
読
み
た
い
ん
だ
し
」

「
お
前
、
本
屋
に
行
く
の
は
た
い
て
い
日
曜
日
じ
ゃ
な
い
か
。
ど
う
し
た
ん
だ
月
曜
日
な

ん
て
」

　
そ
う
。
俺
は
一
週
間
の
内
に
だ
い
た
い
二
、
三
冊
の
本
を
読
む
わ
け
だ
が
、
そ
の
殆
ど

が
注
文
し
た
本
に
な
る
。
一
週
間
分
の
本
を
ま
と
め
て
日
曜
日
に
取
り
に
来
る
よ
う
に
し

て
い
る
か
ら
、
日
曜
日
は
ほ
ぼ
毎
週
こ
の
本
屋
に
来
る
。

　
『Book

　H
ouse

　
河
上
市
中
央
商
店
街
店
』
と
プ
リ
ン
ト
さ
れ
だ
自
動
ド
ア
を
く
ぐ
る

と
、
本
屋
独
特
の
に
お
い
が
漂
っ
て
来
た
。

　
こ
の
本
屋
は
週
刊
誌
と
い
っ
た
本
は
あ
ま
り
取
り
扱
っ
て
い
な
い
が
、
文
学
作
品
や
医

学
書
…
つ
ま
り
は
週
刊
誌
な
ど
を
の
ぞ
い
た
本
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
店
長
さ
ん
が
な
か
な

か
物
知
り
な
人
で
俺
は
結
構
好
き
だ
。
そ
れ
に
、
店
の
面
積
も
広
く
な
か
な
か
使
え
る
本

屋
だ
。

　
入
り
口
を
入
り
、
フ
ロ
ア
中
央
に
あ
る
レ
ジ
に
俺
達
は
向
か
う
。

「
す
み
ま
せ
ん
。
頼
ん
で
い
た
本
が
届
い
た
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
す
が
…
」

「
お
客
様
の
お
名
前
を
お
願
い
し
ま
す
」

　
若
い
女
性
の
店
員
が
俺
に
聞
い
て
き
た
。

「
河
口
聡
で
す
」
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「
少
々
お
待
ち
下
さ
い
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
ジ
の
奥
に
あ
る
注
文
書
籍
の
欄
を
探
し
て
い
く
店
員
。
店
長
さ
ん

は
今
日
は
い
な
い
よ
う
だ
。
い
つ
も
な
ら
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
顔
を
出
す
の
だ
が
…
。

「
ん
で
、
今
回
は
何
の
本
を
頼
ん
だ
わ
け
？
」

　
隣
で
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
義
之
が
俺
の
顔
を
の
ぞ
き
込
み
な
が
ら
聞
く
。

「
お
前
が
日
曜
日
じ
ゃ
な
く
て
、
届
い
た
そ
の
日
に
取
り
に
来
る
ほ
ん
の
中
身
は
…
」

　
な
か
な
か
鋭
い
な
…
。

「
で
も
、
今
回
は
専
門
書
だ
か
ら
お
も
し
ろ
い
…
と
い
う
よ
り
、
興
味
が
あ
る
…
の
方
だ

し
…
」

「
そ
う
か
…
」

　
店
員
か
ら
本
を
受
け
取
る
と
、
俺
は
義
之
と
共
に
本
屋
を
後
に
し
た
。

　

＊

　「
た
だ
い
ま
」

「
お
帰
り
」

　
誰
も
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
家
に
今
日
は
親
父
が
先
に
帰
っ
て
い
た
。

「
早
い
ね
」

　
靴
を
脱
ぎ
な
が
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
。

「
当
た
り
前
だ
。
今
日
は
四
月
七
日
だ
か
ら
な
」

　
四
月
七
日
…
何
か
あ
っ
た
っ
け
？
　
お
母
さ
ん
の
命
日
で
も
な
い
し
…
。

「
な
ん
か
あ
っ
た
っ
け
？
」

「
い
や
、
何
も
な
い
」

　
な
ん
だ
よ
…
そ
り
ゃ
…
。

「
と
に
か
く
、
今
日
の
晩
飯
は
聡
の
当
番
だ
か
ら
な
」

「
わ
か
っ
て
る
っ
て
」

　
俺
は
制
服
の
ま
ま
エ
プ
ロ
ン
を
付
け
、
台
所
に
立
つ
。

　
エ
プ
ロ
ン
は
前
に
掛
け
る
タ
イ
プ
じ
ゃ
な
く
、
袖
が
つ
い
て
い
る
油
料
理
に
も
使
え
る

エ
プ
ロ
ン
だ
。
…
色
が
ピ
ン
ク
な
の
だ
け
を
の
ぞ
け
ば
、
な
か
な
か
便
利
な
も
の
で
あ
る
。

「
あ
れ
？
　
三
つ
葉
は
？
」

　
冷
蔵
庫
の
野
菜
庫
を
あ
け
な
が
ら
俺
は
親
父
に
聞
い
た
。

「
あ
ぁ
、
三
つ
葉
は
今
日
の
弁
当
に
使
っ
て
し
ま
っ
た
な
ぁ
」

「
そ
う
。
な
ら
い
い
や
」

　
親
子
丼
の
付
け
合
わ
せ
の
澄
ま
し
汁
に
し
よ
う
と
思
っ
た
け
ど
な
い
な
ら
仕
方
が
な
い
。

　
俺
は
鶏
肉
を
パ
ッ
ク
か
ら
開
封
す
る
と
同
時
に
醤
油
と
酒
で
作
っ
た
タ
レ
に
入
れ
た
。

そ
の
間
に
ナ
メ
コ
を
準
備
し
、
ネ
ギ
を
刻
む
。
煮
干
し
で
だ
し
を
取
っ
て
、
鍋
に
ナ
メ
コ

と
ネ
ギ
を
入
れ
、
煮
立
て
る
。
フ
ラ
イ
パ
ン
に
水
、
醤
油
、
酒
、
砂
糖
、
み
り
ん
を
入
れ
、

こ
ち
ら
も
煮
立
て
る
。

　
タ
マ
ネ
ギ
を
切
り
、
み
そ
を
準
備
す
る
。
途
中
、
ホ
ン
ダ
シ
を
加
え
、
沸
騰
す
る
直
前

ま
で
加
熱
す
る
。
フ
ラ
イ
パ
ン
に
切
っ
た
タ
マ
ネ
ギ
を
入
れ
、
タ
レ
に
付
け
た
鶏
肉
を
入

れ
、
強
火
で
加
熱
し
て
い
く
。
鍋
に
み
そ
を
入
れ
、
沸
騰
さ
せ
な
い
程
度
の
温
度
で
温
め

る
。
お
椀
を
調
理
台
に
の
せ
、
左
手
に
卵
を
持
ち
つ
つ
、
右
手
に
一
個
ず
つ
移
し
な
が
ら

片
手
で
割
っ
て
準
備
し
た
お
椀
に
入
れ
、
か
き
混
ぜ
る
。
味
噌
汁
の
方
は
火
が
粗
方
通
っ

た
よ
う
だ
…
俺
は
火
を
止
め
る
。

　
フ
ラ
イ
パ
ン
の
上
の
タ
マ
ネ
ギ
が
音
を
立
て
な
が
ら
踊
り
、
次
第
に
そ
の
色
を
透
明
に

変
化
さ
せ
、
タ
レ
を
吸
収
し
、
今
度
は
だ
ん
だ
ん
と
き
つ
ね
色
に
な
っ
て
い
く
。
鶏
肉
は

ピ
ン
ク
を
失
い
、
火
が
通
っ
た
合
図
と
な
る
。
俺
は
溶
い
た
卵
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に
流
し
込

み
、
半
熟
に
な
る
ま
で
加
熱
し
、
火
を
止
め
た
。

「
は
い
」

「
ほ
ぉ
。
今
日
は
親
子
丼
か
。
親
子
丼
と
ナ
メ
コ
の
味
噌
汁
…
な
ん
か
微
妙
な
組
み
合
わ

せ
だ
な
」

「
誰
だ
よ
、
三
つ
葉
を
使
っ
た
の
は
」

「
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
…
」
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「
ま
ぁ
い
い
け
ど
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
頂
ま
す
」

「
頂
き
ま
す
」

「
聡
、
な
ん
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
あ
っ
た
か
？
」

　
高
校
生
に
な
る
と
あ
ま
り
親
と
話
さ
な
く
な
る
人
が
増
え
る
と
言
う
が
、
我
が
家
は
例

外
だ
っ
た
。
お
母
さ
ん
が
死
ん
で
か
ら
、
俺
達
は
二
人
で
こ
の
家
で
過
ご
し
て
き
た
。
そ

れ
が
お
互
い
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、お
互
い
を
尊
重
し
あ
う
と
い
う
事
に
つ
な
が
っ
た
。

お
母
さ
ん
も
、
今
頃
上
の
世
界
で
ほ
ほ
え
ま
し
く
見
守
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
う
～
ん
、
転
校
…
い
や
、
転
入
生
が
う
ち
の
ク
ラ
ス
に
き
た
」

「
へ
ぇ
～
珍
し
い
な
、
高
校
で
転
入
な
ん
て
」

「
う
ん
…
。
目
が
見
え
な
い
子
な
ん
だ
け
ど
ね
。
盲
導
犬
と
一
緒
に
入
学
し
た
よ
」

「
盲
目
か
…
。
女
の
子
か
？
」

　
ど
う
し
て
俺
の
周
り
に
は
こ
う
い
う
人
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
女
の
子
だ
よ
」

「
可
愛
い
か
？
」

　
そ
し
て
、
話
は
結
局
こ
う
な
る
わ
け
だ
。

「
ま
ぁ
、
そ
こ
そ
こ
…
か
な
」

「
…
も
の
に
し
ろ
よ
」

「
ど
う
し
て
、
そ
う
な
る
」

「
い
や
、
だ
っ
て
お
前
、
最
後
に
彼
女
で
き
た
の
い
つ
だ
？
」

「
そ
れ
は
聞
か
な
い
で
く
れ
」

　
…
小
学
校
…
６
年
生
だ
っ
た
か
な
？
　
思
い
出
し
た
く
も
な
い
彼
女
い
な
い
歴
を
思
い

出
さ
さ
れ
、
俺
は
少
し
憂
鬱
に
な
っ
た
。

「
ま
ぁ
、
せ
い
ぜ
い
が
ん
ば
り
な
。
私
の
目
が
黒
い
う
ち
に
つ
れ
て
こ
な
い
と
、
親
子
心

中
す
る
か
ら
な
」

「
い
つ
死
ぬ
ん
だ
か
…
」

「
お
い
っ
！
」

　
笑
い
な
が
ら
も
鉄
の
制
裁
が
下
さ
れ
た
。

　　　四
月
八
日
（
火
曜
日
）
　April 8  -Tue.-

　「
じ
ゃ
、
行
っ
て
き
ま
す
」

「
あ
ぁ
、
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

　
朝
の
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
俺
は
家
を
出
た
。
自
転
車
も
い
つ
も
よ
り
音
が
軽
い
。
い
つ

も
よ
り
少
し
だ
け
家
を
早
く
で
た
俺
は
学
校
に
向
か
っ
た
。

　
そ
う
…
誰
も
い
な
い
静
か
な
教
室
で
本
を
読
む
た
め
。
家
で
読
ん
で
も
い
い
の
だ
が
、

学
校
と
い
う
あ
の
環
境
が
な
ぜ
か
俺
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
。
朝
の
静
け
さ
か
ら
授
業

の
始
ま
る
喧
噪
を
次
第
に
迎
え
入
れ
つ
つ
、
読
書
と
い
う
時
間
に
浸
る
…
。
こ
れ
が
俺
の

今
の
楽
し
み
だ
っ
た
。
そ
う
…
誰
も
い
な
い
教
室
で
…
。

＊

　
い
つ
も
の
よ
う
に
前
の
ド
ア
か
ら
入
る
。

　
春
の
日
差
し
に
温
め
ら
れ
た
空
気
が
俺
を
包
み
込
む
。
暑
す
ぎ
ず
、
寒
す
ぎ
ず
…
ど
こ

と
な
く
心
地
い
い
空
気
。
そ
し
て
、
心
地
い
い
空
間
が
あ
る
。
そ
ん
な
空
間
。
こ
の
ク
ラ

ス
の
メ
ン
バ
ー
で
は
俺
し
か
味
わ
っ
て
い
な
い
は
ず
の
空
間
に
今
日
は
先
客
が
い
た
。

　
長
い
髪
。
ほ
っ
そ
り
と
し
た
体
。
雪
を
欺
く
よ
う
な
白
さ
の
肌
を
も
っ
た
そ
の
少
女
は

音
に
反
応
し
て
俺
の
ほ
う
を
向
い
た
。

　
彼
女
は
目
を
閉
じ
て
い
る
…
。
だ
け
ど
…
な
ん
と
な
く
目
が
合
っ
た
よ
う
な
感
覚
を
覚

え
た
。

「
お
は
よ
う
。
田
村
さ
ん
」

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
河
口
さ
ん
」

　
彼
女
は
殆
ど
浮
揚
の
無
い
声
で
言
っ
た
。
そ
う
…
彼
女
の
雰
囲
気
は
そ
ん
な
感
じ
だ
っ

た
。
ど
こ
と
な
く
、
お
し
と
や
か
…
と
い
う
よ
り
も
、
物
静
か
な
雰
囲
気
。
彼
女
自
身
か
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ら
発
せ
ら
れ
る
空
気
。

「
早
い
ん
だ
ね
」

　
空
間
に
音
が
無
く
な
る
の
を
懸
念
し
た
俺
は
、
田
村
さ
ん
に
質
問
を
し
た
。

「
そ
う
で
す
ね
…
。
こ
れ
以
上
遅
く
来
て
し
ま
う
と
、
廊
下
に
人
が
増
え
て
き
て
私
が
歩

く
と
邪
魔
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
…
」

　
そ
こ
ま
で
彼
女
は
気
を
使
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
そ
ん
な
こ
と
気
に
し
な
け
れ
ば
い
い
の
に
」

「
そ
れ
に
、
薫
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
」

「
そ
う
か
…
」

　
い
く
ら
な
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
朝
の
廊
下
ほ
ど
人
が
多
い
時
間
は
無
い
。
そ
こ
を

避
け
て
通
る
の
は
田
村
さ
ん
な
り
の
気
使
い
だ
っ
た
の
だ
。

「
と
こ
ろ
で
、
河
口
さ
ん
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
早
く
来
ら
れ
た
の
で
す
か
？
」

「
俺
か
？
　
本
が
読
み
た
か
っ
た
か
ら
ね
」

「
本
が
…
読
み
た
い
か
ら
…
？
」

「
う
ん
。
こ
の
学
校
の
こ
の
教
室
…
朝
の
日
差
し
が
差
し
込
む
教
室
の
雰
囲
気
が
好
き
だ

か
ら
ね
」

　
東
か
ら
、
一
日
の
始
ま
り
で
あ
る
朝
陽
が
差
し
込
む
教
室
。
そ
の
光
を
、
音
の
無
い
こ

の
広
い
空
間
で
、
自
分
一
人
で
独
り
占
め
に
出
来
る
事
が
好
き
な
人
は
、
き
っ
と
俺
以
外

に
も
い
る
だ
ろ
う
。

「
本
を
読
む
の
が
…
好
き
な
の
で
す
ね
」

「
あ
ぁ
。
田
村
さ
ん
は
好
き
な
こ
と
っ
て
あ
る
で
し
ょ
？
　
何
が
好
き
な
の
？
　
趣
味
と

か
…
」

　
知
ら
な
い
間
に
会
話
が
弾
ん
で
い
く
。
こ
れ
が
朝
の
こ
の
教
室
の
魔
力
だ
ろ
う
か
。
独

特
の
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
教
室
は
魔
法
使
い
だ
。

「
そ
う
で
す
ね
…
。
音
が
な
い
と
い
う
空
間
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
の
で
、
よ
く
音
楽

は
聴
い
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
に
読
書
も
比
較
的
好
き
で
す
よ
」

「
本
…
と
い
う
事
は
、
点
字
本
に
な
る
の
？
」

「
は
い
…
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
点
字
本
だ
け
で
は
な
く
、
テ
ー
プ
に
録
音
し
て
も
ら

っ
た
も
の
を
聞
く
事
も
あ
り
ま
す
」

「
な
る
ほ
ど
…
」

「
す
べ
て
の
本
は
無
料
で
点
字
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
」

「
無
料
で
？
」

「
は
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
い
ま
す
し
、
書
籍
を
点
字
に
し
た
り
、
Ｃ
Ｄ
や
カ
セ
ッ

ト
に
録
音
し
て
く
れ
る
機
関
も
あ
り
ま
す
か
ら
」

「
へ
ぇ
～
」

「
河
口
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
本
を
読
む
の
で
す
か
？
」

「
俺
か
？
　
色
ん
な
の
を
読
む
け
ど
…
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
か
が
多
い
か
な
。
で
も
、
本
当

に
色
々
な
本
を
読
ん
で
る
か
ら
…
」

「
そ
う
で
す
か
。
色
々
な
世
界
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
事
は
い
い
こ
と
で
す
よ
」

「
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
よ
」

　
田
村
さ
ん
は
本
の
事
を
『
世
界
』
と
言
っ
た
。
俺
と
同
じ
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
…
。
そ
う
…
本
は
一
つ
の
世
界
…
。
そ
こ
に
あ
る
記
さ
れ
て
い
る
事
は
別
の
世
界

で
起
き
た
出
来
事
を
記
し
た
も
の
だ
か
ら
…
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
も
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

も
そ
れ
は
変
わ
り
な
い
。
少
な
く
と
も
、
俺
達
が
本
を
読
ん
で
い
る
と
き
、
俺
達
の
心
は

別
の
世
界
に
あ
る
か
ら
…
。

「
お
は
よ
う
」

　
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
篠
原
さ
ん
が
入
っ
て
き
た
。
田
村
さ
ん
と
は
正
反
対
の
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
。
襟
足
の
部
分
を
少
し
長
く
し
た
そ
の
髪
は
色
素
の
関
係
で
若
干
茶
色
っ
ぽ
く
な
っ

て
い
る
。
く
り
く
り
と
し
た
眼
は
ど
こ
と
な
く
、
小
動
物
を
思
わ
せ
る
。
性
格
は
明
る
く
、

女
子
に
も
男
子
に
も
結
構
人
気
の
あ
る
存
在
だ
。

「
お
は
よ
う
、
田
村
さ
ん
」

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
篠
原
さ
ん
」

「
い
や
ぁ
だ
～
『
さ
ん
』
付
け
で
呼
ば
な
い
で
よ
♪
　
私
の
こ
と
は
『
し
の
～
』
で
い
い

か
ら
」

　
篠
原
さ
ん
の
登
場
に
よ
っ
て
、
一
ペ
ー
ジ
も
進
む
こ
と
な
く
、
俺
の
時
間
は
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
…
。
な
ぜ
な
ら
…
会
話
に
巻
き
込
ま
れ
た
か
ら
…
。
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朝
の
教
室
で
の
や
り
取
り
は
続
く
。

「
そ
れ
に
し
て
も
、
大
人
し
い
よ
ね
。
こ
の
犬
」

　
篠
原
さ
ん
が
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
。
…
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
だ
な
…
。
教
室
に

入
っ
て
か
ら
は
ず
っ
と
床
に
伏
せ
て
い
る
…
。
眠
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
姿
勢
だ
。

「
本
当
は
薫
が
元
気
が
い
い
犬
で
す
け
ど
、
ハ
ー
ネ
ス
を
つ
け
て
い
る
と
き
は
ま
っ
た
く

そ
の
気
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

「
へ
ぇ
～
。
ね
ぇ
田
村
さ
ん
…
…
…
っ
て
由
梨
絵
っ
て
呼
ん
で
い
い
？
」

「
は
い
。
構
い
ま
せ
ん
よ
」

「
由
梨
絵
、
ハ
ー
ネ
ス
外
し
て
み
て
も
い
い
か
な
？
」

　
中
々
大
胆
な
こ
と
を
言
う
。

「
…
私
も
外
し
て
あ
げ
た
い
の
で
す
け
ど
…
リ
ズ
ム
が
出
来
あ
が
っ
て
し
ま
っ
て
…
」

「
そ
っ
か
…
…
…
残
念
」

　
手
の
ひ
ら
を
上
に
向
け
、
そ
の
ま
ま
空
気
を
持
ち
上
げ
た
。
心
底
残
念
そ
う
な
仕
草
を

見
せ
る
。

「
は
い
…
」

　
同
時
に
田
村
さ
ん
は
俯
い
て
し
ま
っ
た
。

「
ち
ょ
、
そ
こ
ま
で
気
に
し
な
く
て
い
い
っ
て
。
機
会
は
あ
る
ん
だ
し
。
今
度
で
い
い
よ

♪
」

　
ぱ
っ
、
と
、
笑
い
な
が
ら
篠
原
さ
ん
は
言
っ
た
。

「
は
い
」

　
そ
の
顔
を
見
て
…
い
や
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
田
村
さ
ん
も
安
心
し
た
の
か
、
は
じ
め

て
笑
っ
た
。

＊

　
一
時
間
目
の
担
当
の
先
生
が
入
っ
て
く
る
と
共
に
、
教
室
に
い
る
生
徒
は
立
ち
あ
が
っ

た
。
全
員
が
立
ち
あ
が
っ
た
の
を
確
認
し
た
号
令
が
、「
お
ね
が
い
し
ま
す
」
と
、
礼
を
か

け
る
。
そ
し
て
、
礼
を
し
た
み
ん
な
は
思
い
思
い
に
席
に
着
い
た
。

「
し
か
し
、
こ
の
授
業
ほ
ど
楽
し
い
授
業
は
な
い
と
思
う
ぞ
」

「
う
ん
。
新
学
期
早
々
、
こ
の
授
業
な
ら
な
ん
と
な
く
気
分
が
い
い
ね
」

　
火
曜
日
一
時
間
目
の
授
業
は
国
語
。

　
担
当
の
先
生
は
初
老
の
男
の
人
で
、
背
は
低
め
。
い
つ
も
黒
い
ス
ー
ツ
で
ビ
シ
ッ
と
、

き
め
て
い
る
。
そ
の
先
生
が
チ
ョ
ー
ク
を
取
っ
て
黒
板
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
黒
板
に

は
朝
の
連
絡
事
項
が
書
か
れ
て
い
る
。
日
直
が
消
し
忘
れ
た
の
だ
。
俺
が
日
直
の
方
を
向

く
と
、
日
直
は
口
を
あ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
己
の
あ
や
ま
ち
に
気
が
つ
い
た
の
だ
。

　
そ
の
先
生
―
―
―
芳
賀
先
生
は
何
事
も
無
か
っ
た
か
の
よ
う
に
そ
の
連
絡
事
項
の
上
に

何
も
無
い
よ
う
に
流
暢
な
文
字
で
、“
『
０
歳
時
が
こ
と
ば
を
獲
得
す
る
と
き
』
作
、

正
高
信
男
”
と
書
い
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
部
は
文
字
が
重
な
っ
て
い
て
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
。
俺
達
の
方
に

振
り
か
え
っ
た
先
生
は
心
底
楽
し
そ
う
だ
。

「
そ
れ
じ
ゃ
、
一
時
間
目
だ
け
ど
、
普
通
に
授
業
は
じ
め
る
か
ら
な
。
田
村
さ
ん
、
今
年

一
年
よ
ろ
し
く
」

　
一
人
だ
け
自
己
紹
介
を
し
て
さ
っ
さ
と
授
業
を
は
じ
め
て
し
ま
っ
た
。

　
ま
ぁ
、
芳
賀
先
生
は
い
つ
も
こ
ん
な
ス
タ
イ
ル
だ
。
所
々
ひ
ね
く
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。
中
に
は
嫌
い
な
人
も
い
る
ら
し
い
が
、
俺
は
こ
の
先
生
が

好
き
だ
。
色
々
と
面
白
い
こ
と
を
、
授
業
で
（
脱
線
し
た
と
き
に
）
教
え
て
く
れ
る
。

「
と
い
う
こ
と
は
、
子
供
が
発
生
す
る
言
葉
は
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
に
よ
り
、
そ
れ
が

自
分
に
関
わ
れ
ば
情
動
的
、
第
三
者
に
関
わ
れ
ば
叙
述
機
能
を
果
た
し
―
―
―
」

　
子
供
が
発
生
す
る
言
葉
に
は
同
じ
言
葉
で
も
色
々
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
ら
し
い
。
た

と
え
ば
、『
ト
ー
ト
ー
』
と
い
う
言
葉
。

　
こ
れ
は
、
母
親
に
対
す
れ
ば
、
お
父
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
、
自
分
に
対
し

て
い
っ
た
場
合
は
お
父
さ
ん
を
呼
ぶ
こ
と
…
な
ど
の
例
で
あ
る
。
語
彙
能
力
の
発
達
し
た

俺
達
に
は
も
う
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
子
供
は
子
供
な
り
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
…
言
葉
…
か
。
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ふ
と
、
田
村
さ
ん
の
事
が
よ
ぎ
っ
た
。

　
彼
女
に
と
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
は
言
葉
が
メ
イ
ン
だ
ろ
う
。
俺
達
は

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
い
い
な
が
ら
、
よ
く
手
を
叩
き
合
っ
た
り
す
る
。
で
も
、『
身
振
り
』
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
彼
女
は
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
。

　
今
日
の
朝
も
そ
う
だ
。
篠
原
さ
ん
が
や
っ
た
残
念
と
い
う
仕
草
。
俺
に
は
わ
か
る
が
、

田
村
さ
ん
に
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
…
。
彼
女
は
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
を
失
っ
て
い
る
ん
だ
…
。

　
…
そ
れ
以
前
に
、
ど
う
や
っ
て
授
業
を
受
け
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
…
。

　
後
ろ
を
振
り
返
る
。

　
一
時
間
目
な
の
に
、
半
分
の
生
徒
が
宇
宙
遊
泳
を
し
て
い
る
。
こ
の
先
生
、
何
も
言
わ

な
い
け
ど
、
点
数
は
し
っ
か
り
引
い
て
い
る
ん
だ
よ
な
。

　
…
田
村
さ
ん
は
点
字
化
さ
れ
た
教
科
書
を
指
で
な
ぞ
り
な
が
ら
、
先
生
の
話
を
聞
い
て

い
る
。

　
ん
？

　
机
の
端
に
銀
色
の
光
る
四
角
い
箱
の
よ
う
な
物
が
見
え
た
。
光
が
反
射
し
て
あ
ま
り
よ

く
見
え
な
い
が
、
そ
れ
は
、
通
販
で
も
売
っ
て
い
る
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
に
見
え
る
。

　
な
る
ほ
ど
…
。

　
一
つ
謎
が
解
け
た
こ
と
に
満
足
し
、
俺
は
前
に
向
き
直
っ
た
。




